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大磯町消防のあゆみ 

明 6.  8       町内から発生した火災で､尾上本陣内に設けられていた小学校が焼失｡ 

明22. 3       壮年者(後の若者組、青年会の前身)による町内単位の自衛消防組が組織され鳶掛、竜吐水掛、 
水掛、梯掛の四部に分かれ、村長、警察官、議員の指揮に従った。 

明22.  3       町村制が施行され、大磯町・国府村が誕生。 

明23.  8       南下町から出火し、折からの烈風にあおられ町の大半を焼失。中川町長は住宅の過密化緩和の 
ため長者町への移住を推進した。 

明27.  5.  1   消防組令の公布｡ 

明31. 10. 13   台町の火災により妙昌寺焼失。 

明35. 12. 25   町内の旅館から出火、町の大半を焼失。 

明43. 12. 28   農家から出火、中丸の大半を焼失。飛火は西小磯金龍寺に及び焼失。 

大12.  9.  1   関東大震災発生。 

昭14. 4. 1   警防団令の公布。 

昭20. 7. 16   平塚市空襲の際、大磯町・国府村寺坂に焼夷弾の落下を受け民家約40戸を焼失。 

昭22.  5.  1   消防団令の公布により自治体消防として発足。 

昭29. 12.  1   町村合併促進法に基づき大磯町､国府村の合併により大磯町が発足。(面積17.19k㎡、 
人口21,595人) 

昭30. 6. 1   大磯町消防団結団式を挙行、２本部10分団487名。 

昭31. 9. 1   小型動力ポンプ１台購入、第１分団に配置。 

昭32.  7. 24   小型動力ポンプ２台購入、第３分団及び第５分団に配置。 

昭33.  8. 28   小型動力ポンプ２台購入、第２分団及び第10分団に配置。 

昭34.  4.  1   消防の充実を図るため団員数を縮小し、１分団25名とした。 

昭34.  8       第９回県消防操法大会に、第１分団が小型動力ポンプの部に出場。 

昭34. 10. 18   第６分団に三輪ポンプ車を配置。 

昭34. 12. 22   小型動力ポンプ３台購入、第４分団、第７分団、第８分団に配置｡ 

昭35. 11. 26   消防ポンプ自動車 (いすゞ) 購入、消防団第１本部に配置。 

昭37.  7.  1   大磯町火災予防条例を制定。 

昭37. 12. 25   消防ポンプ自動車 (ニッサンパトロール) 購入、消防団第２本部に配置｡ 

昭38.  2. 11   日本消防協会から団旗竿頭
かんとう

綬
じゅ

を拝受。 

昭38.  4.  1   消防の充実を図るため１分団20名とした。 

昭38.  6.  5   消防団本部火の見上に、火災報知用サイレンを設置。 

昭38. 11.  8   大磯町防災会議条例及び大磯町災害対策本部条例を制定。 

昭39.  7.  1   大磯町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例を制定｡ 

昭39.  8       第14回県消防操法大会に、消防団第２本部が自動車ポンプの部に出場。 

昭39. 11. 21   小型動力ポンプ１台購入、第９分団に配置。 

昭40.  3. 11   大磯町課等設置条例の一部を改正。従来の総務課庶務係（消防）に代わり４月１日をもって 
消防課を設置｡ 

昭40.  4.  1   消防の充実を図るため１分団15名とした。 
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昭40.  4.  2   消防課職員２名、県消防学校へ入校。 

昭40.  6. 16   神奈川県から救急車(ﾌ゚ ﾘﾝｽ 1,900cc)受贈、消防課に配置。役場庁舎前に消防庁舎(１階車庫､ 

２階事務室､仮眠室103.95㎡)を建設。 

昭40.  8.  5   救急業務開始。消防課職員10名。 

昭40. 10.  7   第15回県消防操法大会に、第２分団が小型動力ポンプの部に出場。 

昭41.  3.  5   消防課に無線(短波)を開局｡ 

昭41.  4.  1   消防課職員４名増員｡ 

昭41.  8. 18   大磯町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例を制定｡ 

昭41.  9. 26   大磯町消防団員等公務災害補償条例を制定。 

昭42.  4.  1   消防課職員４名増員｡ 

昭42.  5. 12   政令により消防本部、署設置の指定を受ける。 

昭42. 10.  1   常設消防設置準備室設置。県消防学校教官、秋本芳男氏の派遣を受け、１年間消防本部、署の 
創設業務と職員の教養指導を受けた。 

昭42. 10.  9   県消防協会から広報車(三菱コルト 1,500cc)受贈、消防課に配置。 

昭42. 11.  9   消防ポンプ自動車 （ニッサンＦR40) 購入、消防課に配置。 

昭42. 12. 27   消防ポンプ自動車 (ニッサンFR40) 購入、消防団第２本部(現在の第12分団)に配置｡ 

昭43.  1. 11   前第２本部車を第５分団に積載車として配置。 

昭43.  3. 18   大磯町消防本部及び消防署の設置等に関する条例及び大磯町消防償慰金条例制定｡ 

昭43.  4.  1   大磯町消防本部、消防署設置｡消防職員23名。 

昭43.  6.  1   消防本部、署職員１名採用。 

昭43.  9. 20   軽消防積載車購入、小型動力ポンプとともに消防署に配置。 

昭43. 10.  7   第18回県消防操法大会に、消防団第１本部が自動車ポンプの部に出場。消防署も応用操法の部 
に出場､模範演技を披露｡ 

昭44. 10. 31   救急自動車購入、消防署に配置。 

昭45.  1. 16   消防庁、日本自動車工業会から救急自動車受贈、消防署に配置。 

昭45.  4.  1   消防団組織改組。第１本部を第11分団に､第２本部を第12分団とし､本部長副本部長制を廃止､ 

副団長３名を選出｡ 

昭45. 11. 17   積載車 (ニッサンジュニア 1,600cc) 購入、第２分団に配置。 

昭46.  2. 24   消防ポンプ自動車 (ニッサンパトロール 3,956cc)購入、第６分団に配置。 

昭46.  8. 21   第21回県消防操法大会に、第12分団が自動車ポンプの部に出場。 

昭46. 11.  7   消防署に化学車 (いすゞ TXD50E)配置。 

昭46. 11. 17   積載車(ニッサンジュニア 1,600cc)２台購入、第４分団、第７分団に配置｡ 

昭47.  1.  1   消防本部、署職員１名採用。 

昭47.  4.  1   消防本部、署職員１名採用。 

昭47. 10.  5   消防ポンプ自動車 (ニッサンパトロール 3,956cc)購入、第１分団に配置。 

昭47. 11.  9   積載車(ニッサンジュニア 1,600cc)３台購入、第８分団、第９分団、第10分団に配置。 

昭47. 11. 11   消防本部、署職員１名採用。 

昭48.  4.  1   大磯町危険物安全協会発足｡ 

昭48.  8. 13   第23回県消防操法大会に第４分団が小型動力ポンプの部に出場｡消防署も応用操法の部に 
出場､模範演技を披露｡ 
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昭48.  9. 20   小型動力ポンプ購入、第２分団に配置。 

昭48. 10. 27   消防庁舎起工式。(大磯1,075番地) 

昭48. 11. 20   積載車 (ニッサンジュニア 1,600cc)購入、第３分団に配置。 

昭48. 11. 28   消防ポンプ自動車 (ニッサンパトロール 3,956cc)購入、第５分団に配置｡ 

昭49.  3. 31   一斉指令装置設置｡ 

昭49.  8.  5   消防庁舎竣工｡大磯992番地の旧庁舎から大磯1,075番地の新消防庁舎 

               [鉄筋コンクリート造り３階建(1,384.96㎡)]に移転し業務開始｡ 

昭49.  8.  9   地震対策用ろ水機購入。 

昭49. 10. 17   小型動力ポンプ２台購入、第３分団、第10分団に配置。 

昭50.  3.  4   消防庁長官から竿頭
かんとう

綬
じゅ

を拝受。 

昭50.  4.  1   消防本部、署職員１名採用。 

昭50.  5.  1   消防署高圧ガス危害予防規程制定。 

昭50.  5. 15   広報車 (ニッサンブルーバード 1,600cc)購入、消防署に配置。 

昭50.  6.  5   一般高圧ガス、圧縮空気製造施設設置。 

昭50.  7. 25   神奈川県下消防相互応援協定書に調印。 

昭50.  8. 11   第25回県消防操法大会、第３分団が小型動力ポンプの部に出場｡消防署も応用操法の部に出場、 
模範演技を披露｡ 

昭50.  8. 18   小型動力ポンプ２台購入、第７分団、第８分団に配置。 

昭50. 12. 10   消防ポンプ自動車 (ニッサンパトロール 3,956cc)購入、消防署に配置。 

昭51. 11. 26   小型動力ポンプ２台購入、第４分団、第９分団に配置。 

昭51. 11. 29   超短波無線 (移動局) ３基購入。 

昭52.  4.  1   消防本部、署職員１名採用。 

昭52.  8.  8   第27回県消防操法大会に、第５分団が自動車ポンプの部に出場。 

昭52. 10.  8   定数条例の改正。消防職員28名。 

昭52. 11. 14   日本損害保険協会から救急自動車受贈、消防署に配置。 

昭53.  4.  1   消防本部、署職員３名採用。 

昭54.  4.  1   テレオートガイド装置設置､防災(スポット)テレホンサービス開始｡ 

昭54.  6. 26   旧吉田首相私邸で日米首脳会談が開催され警備にあたる。 

昭54.  8. 10   第29回県消防操法大会に、第６分団が自動車ポンプの部に出場。 

昭54. 10.  1   定数条例の改正、消防職員30人。消防本部、署の組織の一部改正により本部では従来の庶務、 
予防、警備の３係に加えて企画係を新設。署では従来の当直隊の呼称を甲隊、乙隊から警防 
第１係、警防第２係に改正。 

昭54. 10. 19   台風20号の影響で町内各所に被害が続出し、町役場に災害対策本部を設置｡ 

昭55.  3. 26   消防ポンプ自動車 (ニッサンパトロール 3,950cc)購入、第11分団に配置。 

昭55.  4.  1   消防本部、署職員２名採用。 

昭55.  7.  9   軽指令車 (三菱 540cc)購入、消防署に配置。 

昭55.  8. 12   小型動力ポンプ３台購入、第５分団､第11分団､第12分団に配置｡ 

昭55. 10. 13   第１回消防団員家族慰安旅行(山梨県)を実施。 

昭55. 10. 16   第12分団詰所新築。 
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昭56.  4.  1   消防本部、署職員１名採用。 

昭56.  7. 22   日本損害保険協会から消防ポンプ自動車受贈、消防署に配置。 

昭56.  8.  7   第31回県消防操法大会に､第７分団が小型動力ポンプの部に出場｡ 

昭56. 12.  8   小型動力ポンプ３台購入、消防署､第１分団､第６分団に配置｡ 

昭57.  1. 29   救急自動車 (トヨタ 1,960cc)購入、消防署に配置。 

昭57.  3. 31   大磯町消防職員の任用に関する規定を廃止｡ 

昭57.  8.  6   日本消防協会から広報車(三菱ギャラン 1,600cc)受贈､消防署に配置｡ 

昭57. 12.  8   小型動力ポンプ購入、消防署に配置。 

昭58.  3.  1   消防本部､署職員１名採用｡ 

昭58.  3.  2   消防庁長官から表彰旗を拝受｡ 

昭58.  3. 15   水槽付消防ポンプ自動車 (日野KFD 6,443cc)購入､消防署に配置｡ 

昭58.  3. 25   第11分団詰所新築｡ (町立図書館に併設) 

昭58.  5. 26   国府地区(二宮局)の119番が大磯町と二宮町で同時に受信できるマルチ方式となった｡ 

昭58.  8.  3   第33回県消防操法大会に、第８分団が小型動力ポンプの部に出場。 

昭58.  8. 19   日本消防協会から軽可搬ポンプ４台受贈、北下町,東町,神明町,月京の婦人防火クラブに配置。 

昭58. 12.  3   消防ポンプ自動車 (ニッサンパトロール 3,950cc)購入、第12分団に配置。 

昭58. 12. 18   第１分団詰所新築｡ 

昭59.  6. 25   指令車 (ニッサンセドリック 2,000cc)購入、消防署に配置。 

昭59.  8.  8   日本消防協会から緊急用ろ水機受贈、消防署に配置。 

昭59. 12.  2   小型動力ポンプ付積載車(ニッサンアトラス 1,600cc)購入、第２分団に配置｡ 

昭60.  1.  1  消防署安全管理規程及び訓練時安全管理要綱制定｡ 

昭60.  3. 20   第10分団詰所新築。 

昭60.  4.  1   消防本部、署職員２名採用。 

昭60.  6.  5   大磯町消防通信規程及び大磯町消防超短波無線局運用規程制定。 

昭60.  9. 30   小型動力ポンプ購入、消防署に配置。 

昭60. 10. 30   小型動力ポンプ付積載車 (ニッサンアトラス 1,600cc)２台購入、第４分団､第７分団に配置。 

昭60. 11. 28   第７分団詰所新築。 

昭61.  2.  2   一斉指令装置更新｡ 

昭61.  3.  4   日本損害保険協会から救急自動車(トヨタ 1,990cc)受贈、消防署に配置。大磯ロータリー 

クラブから救急資器材受贈。 

昭61.  8.  1   第35回県消防操法大会に第９分団が小型動力ポンプの部に出場。 

昭61. 10. 29   超短波無線(移動局)１基更新｡ 

昭61. 11.  7   小型動力ポンプ付積載車(ニッサンアトラス 1,600cc)２台購入、第９分団、第10分団に配置。 

昭61. 12. 10   消防ポンプ自動車 (三菱キャンター 3,560cc)購入､消防署に配置｡ 

昭61. 12. 25   第９分団詰所新築。 

昭62.  4.  1   消防本部、署職員１名採用。 

昭62.  8. 25   防災資機材運搬車 (ホンダTNアクティ 545cc)購入､消防署に配置｡ 

昭62.  9.  1   超短波無線(移動局)１基更新。 

昭62. 10.  1   大磯町非常勤消防団員等公務災害補償規定廃止。大磯町消防団員等に係る公務災害補償のうち 
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休業補償を行わない場合を定める規則を制定。 

昭62. 10. 20   小型動力ポンプ付積載車(ニッサンアトラス 1,600cc)２台購入、第３分団、第８分団に配置。 

昭62. 11.  1   大磯町消防通信規程、大磯町消防超短波無線局運用規程廃止。新たに大磯町消防無線局管理 
運用規程を制定｡ 

昭63.  2. 17   119番(大磯局)１回線増設。 

昭63.  2. 23   超短波無線(救急波)１基整備。 

昭63.  3. 26   第８分団詰所新築。 

昭63.  9. 19   超短波無線(移動局)１基購入。 

昭63. 10.  1   定数条例の改正、消防職員35名。 

昭63. 11. 22   15ｍはしご付消防ポンプ自動車(いすゞR-FRR12DAL改良型 6,494cc)購入、消防署に配置。 

平元.  1. 25   消防ポンプ自動車 (ニッサンサファリー 4,160cc)購入、第６分団に配置。 

平元.  4.  1   消防本部、署職員２名採用。消防署の組織に関する規程の一部を改正、救助第１係、 
救助第２係を設置。 

平元.  7.  7   第14回県下消防救助技術指導会に初出場。 

平元.  9. 29   消防ポンプ自動車 (ニッサンサファリー 4,160cc)購入､第１分団に配置｡ 

平元. 11. 18   救急自動車 (トヨタ 1,990cc)購入､消防署に配置。 

平２.  2. 14   日本消防協会から竿
かん

頭
とう

綬
じゅ

を拝受。 

平２.  4.  1   消防本部､署職員２名採用。 

平２.  7. 26   第37回県消防操法大会に第10分団が小型動力ポンプの部に出場。 

平２.  9. 28   消防広報車 (トヨタライトエースワゴン 1,990cc)購入､消防署に配置｡ 

平２.  9. 30   台風20号の影響で町内各所、特に西部地区に被害が続出し、町役場に災害対策本部を設置。 

平２. 11.  8   消防ポンプ自動車 (ニッサンサファリー 4,160cc)購入､第５分団に配置｡ 

平３.  2. 26   地図検索装置設置｡  

平３.  4.  1   消防本部、署職員２名採用。 

平３． 6. 28   消防団車載用携帯受令機12基購入。 

平３.  8. 20   消防庁舎耐震診断終了。 

平３.  9. 19   台風18号の影響で町内各所、特に西部地区に被害が続出。 

平４.  2. 25   救助工作車 (日野U-FD3HEAA改良型 7,412cc)購入、消防署に配置。 

平４.  2. 28   超短波無線(移動局)１基購入。 

平４． 3. 20   第５分団詰所新築。 

平４.  3. 25   第４分団詰所(西小磯防災館併設)新築。 

平４． 3. 31   第６分団詰所(国府新宿福祉館併設)新築。 

平４.  4.  1   消防本部、署の組織の一部改正。本部に庶務課、警防課を設置し、署に通信第１係、 
通信第２係を設置。 

平４.  7. 24   日本消防協会から軽可搬ポンプ１台受贈。 

平４.  9.  1   第１回消防団親睦綱引き大会実施。 

平４.  9. 26   定数条例の改正、消防職員40名。 

平５.  4.  1   消防本部、署職員２名採用。 

平５.  9.  6   日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車(日産U-CM87EE改良型 6,925cc)受贈、消防署に 



- 8 - 

配置。 

平５. 12. 31   消防庁舎耐震工事完成。 

平６.  2. 23   第２分団詰所新築。 

平６.  4.  1   消防本部、署職員２名採用。 

平６.  7. 22   第23回救助大会関東地区指導会 (埼玉県大宮市) に陸上の部（ほふく救出）で初出場。 

平６.  7. 28   第39回県消防操法大会に第11分団が自動車ポンプの部に出場。 

平６.  8. 25   第23回全国消防救助技術大会 (京都市) に陸上の部（ほふく救出）で初出場。 

平６. 10.  4   救急救命士１名養成。 

平７.  1. 19   兵庫県南部地震の救助救援活動のため、職員を６日間、延べ４名を派遣。 

平７.  2. 16   消防ポンプ自動車 (ニッサンサファリー 4,160cc)購入、第11分団に配置｡ 

平７.  3. 15   第３分団詰所新築。 

平７.  4.  1   消防本部、署職員２名採用。 

平７． 6.  7   定数条例の改正、消防職員45名。    

平７.  7. 26   神奈川県・大磯町合同津波対策訓練実施。 

平７. 10. 17   第12分団詰所新築。 

平７. 10. 30   緊急消防援助隊に消火部隊として１隊を消防庁に登録。県外応援可能隊として組織。 

平７. 11.  6   長野県小諸市と姉妹都市災害時相互支援協定を締結。 

平８． 2. 29   高規格救急自動車 (トヨタハイエース 3,960cc)購入、本署に配置。 

平８.  3. 28   消防ポンプ自動車 (いすゞエルフ 4,570cc)購入、国府分署に配置。 

平８.  4.  1   大磯町消防署国府分署(国府支所に併設)開署、職員11名を配置。消防本部、署職員２名採用。 

平８． 4.  1   大型街頭消火器設置、維持管理業務が町防災対策担当から移管される｡ 

平８． 4.  1   大磯町消防団災害安全対策交付金要綱制定。 

平８.  4. 25   救急救命士１名養成。 

平８.  8. 21   湘南地区災害時職員相互派遣に関する協定を締結。 

平８．10.  1   大磯町消防本部消防職員委員会発足。同委員会に関する規則を制定。 

平８．11. 17   平塚市、大磯町、二宮町の災害時相互協力に関する協定を締結。 

平８．11  28   消防団に専用無線を配備。 

平９． 2 11   重油回収作業に福井県三国町へ職員を派遣。 

平９.  3. 25   救急救命士１名養成。 

平９.  3. 26   神奈川県消防協会から竿頭
かんとう

綬
じゅ

を拝受。 

平９． 3. 26   防災資機材運搬車（ホンダアクティトラック4WD 656cc）購入、国府分署に配置。 

平９.  4.  1   消防本部、署職員２名採用。実員44名。 

平９． 5．24   北海道江差町と災害時相互応援協定を締結。 

平９. 12.  8   救急救命士１名養成。 

平10.  3. 18   日本消防協会から指令車(ニッサンブルーバード 1,800cc)受贈、消防署に配置｡ 

平10. 7. 29   第41回県消防操法大会に第12分団が自動車ポンプの部に出場。 

平10. 11. 18   長野県山口村と災害時相互支援協定を締結。 

平10. 10. 28   救急自動車（ニッサンキャラバン 2,960cc）購入、国府分署に配置。 
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平11.  8. 19   山北町玄倉川の救助救援活動のため、職員を２日間 、延べ15名を派遣。 

平11. 10.  1   消防本部、署の組織の一部改正、本部の庶務係、企画係を消防総務課総務企画班に､予防係を 
予防保安班に改正。署の当直隊警防第１係、警防第２係を第１消防隊、第２消防隊に改正。 

平12.  7. 14   第29回救助大会関東地区指導会（埼玉県戸田市）に陸上の部（ほふく救出）で出場。 

平12． 8．18   第29回全国消防救助大会（熊本県）に陸上の部（ほふく救出）で出場。 

平12．12． 4   救急救命士１名養成。 

平13． 3．16   消防ポンプ自動車（いすゞエルフ4,570cc）購入、本署に配置。 

平13.  4.  1   消防本部、署職員１名採用。実員42名。 

平13.  7.  6   第30回救助大会関東地区指導会（東京都江東区）に陸上の部（ほふく救出）で出場。 

平13.  8. 24   防災資機材運搬車（ホンダアクティトラック 656cc）購入、消防署に配置。 

平13. 10. 16   小型動力ポンプ購入、消防署に配置。 

平14.  2.  8   日本消防協会から表彰旗を拝受。 

平14.  3. 29   消防庁、日本自動車工業会から高規格救急自動車（トヨタグランビア 3,378cc）を受贈し、 
国府分署に配置。 

平14. 4.  1    消防本部、署職員２名採用。実員44名。 

平14． 4.  1    大磯町女性防火クラブ設立、クラブ員16名。 

平14.  5.  8   救急救命士１名養成。 

平14． 7. 19   第31回救助大会関東地区指導会（千葉県千葉市）に陸上の部（ほふく救出）で出場。 

平15． 1. 17   救急救命士１名養成。 

平15. 4. 1   消防本部、署職員２名採用（うち１名救急救命士）。実員44名。 

平15. 5. 14   救急救命士１名養成。 

平15. 11. 19   救急救命士１名養成。 

平16．12．17  救急救命士１名養成。 

平17.  4.  1    消防本部、署職員２名採用。実員42名。 

平17.  7. 26  第33回救助大会関東地区指導会（埼玉県さいたま市）に陸上の部（ほふく救出）で出場。 

平17． 7. 26  気管挿管認定救命士１名養成。 

平18.  7. 20    第33回救助大会関東地区指導会（神奈川県横浜市）に水上の部（基本泳法）で出場。 

平18．10. 4  薬剤投与認定救命士１名養成。 

平18．11. 30    気管挿管認定救命士１名養成。 

平19． 3. 27  救助工作車更新（日野レンジャー 6,403cc）、本署に配置。 

平19． 4.  1  消防本部、署職員４名採用（うち１名救急救命士、有資格者総数13名）。実員42名。 

 



 代別  　氏　　　名  　 　　 就 任、退 任 年 月 日   備  考

 初代  豊　田　由  登  昭和４３.　４.　１～昭和４５.１０.　１  助役兼務

 ２代  望　月  止戈郎  昭和４６.　６.１８～昭和４９.１２.１０  助役兼務

 ３代  小田島　藤　雄  昭和４９.１２.２１～昭和５３.１２.２０  助役兼務

 ４代  秋　本  芳  男  昭和５４.　６.　１～昭和６１.　３.３１

 ５代  原　田  早  苗  昭和６１.　４.　１～平成　６.  ３.３１

 ６代  坂　田  吉  徳  平成　６.　４.　１～平成　６． ８.１１

 ７代  古　正  直  治  平成　６.　８.１２～平成　７.  ３.３１  助役兼務

 ８代  小　嶋  健  二  平成　７.  ４.　１～平成１１.  ９.３０

 ９代  小清水　重　雄  平成１１.１０.　１～平成１５.　３.３１

 10代  三  好  正  則  平成１５． ４． １～平成１５.　９.３０

 11代  仲出川  松  雄  平成１５.１０． １～平成１７． ３.３１

 12代  今　井　  正   平成１７． ４． １～　現　在

 代別  　氏　　　名  　　　　就 任、 退 任 年 月 日   備　考

 初代  曽根田　恭　男  昭和３０.　６.　１～昭和３２.　３.３１  町長兼務

 ２代  湯　井  秀  雄  昭和３２.　４.　１～昭和３６.　３.３１

 ３代  齋　藤  榮　一  昭和３６.　４.　１～昭和６３.　３.３１

 ４代  伊　藤  利  雄  昭和６３.　４.　１～平成　３.　３.３１

 ５代  二　宮　喜代司  平成　３.　４.　１～平成１１． ３.３１

 ６代  田　邉　邦　雄  平成１１． ４． １～平成１５． ３.３１

 ７代  杉　﨑　英　雄  平成１５． ４． １～　　 現    在

歴　代　消　防　長

歴　代　消　防　団　長
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消防庁舎の現況

　　　【消防本部・署庁舎】

所 在 地 神奈川県中郡大磯町大磯１,０７５番地

構　　造 鉄筋コンクリート造 ３階建

敷地面積 ８１５.６２ ㎡

建築面積 ４８５.８４ ㎡

延べ面積 １,３８４.９６ ㎡

１　階 ３２０.２２ ㎡

２　階 ４８６.１６ ㎡

３　階 ４８６.１６ ㎡

屋　階 ９２.４２ ㎡

竣工年月日 昭和49年8月5日

  　　　　　

　　　【国府分署】

所 在 地 神奈川県中郡大磯町月京６番１０号

構　　造 鉄骨ＡＬＣ造

敷地面積 　　２１０.０ ㎡（全体敷地１,１８２.３６㎡）

建築面積 　　２１０.０ ㎡

竣工年月日 平成８年７月１５日（西部地区防災施設整備工事全体工期）

  　　　　

－11－



消 防 機 構 図

消 防 本 部 消 防 総 務 課

消 防 長 消 防 次 長 総 務 企 画 班
消 防 総 務 課 長

予 防 保 安 班
予防保安担当主幹

消 防 署 第 １ 消 防 隊

第 １ 救 急 救 助 隊
町 長 署 長

第 ２ 消 防 隊

第 ２ 救 急 救 助 隊

国 府 分 署

分 署 第 １ 隊
分 署 長

分 署 第 ２ 隊

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

消 防 団
第 ４ 分 団

第 ５ 分 団
団 長 副 団 長

第 ６ 分 団

第 ７ 分 団

第 ８ 分 団

第 ９ 分 団

第 10 分 団

第 11 分 団

第 12 分 団
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消防本部・署事務分掌 
 

[ 消防本部 ] 

 

消防総務課 

(１) 公印の管理に関すること。 

(２) 消防職員の任免、賞罰、服務その他身分に関すること。 

(３) 消防職員の給与及び旅費等諸手当に関すること。 

(４) 消防職員の労働安全衛生に関すること。 

(５) 消防職員の公務災害補償及び償慰に関すること。 

(６) 消防庁舎の維持管理及び物品の購入に関すること。 

(７) 条例、規則等の制定及び改廃に関すること。 

(８) 消防職員の褒賞及び表彰に関すること。 

(９) 消防職員委員会に関すること。 

(10) 消防長会に関すること。 

(11) その他部内の庶務に関すること。 

(12) 消防業務の企画及び調査に関すること。 

(13) 消防組織制度及び事務改善に関すること。 

(14) 広報及び統計に関すること。 

(15) 消防団員の任免、服務及びその他身分に関すること。 

(16) 消防団員の報酬等に関すること。 

(17) 消防団員の公務災害補償及び償慰に関すること。 

(18) 消防団詰所の維持管理及び物品の購入に関すること。 

(19) 火災予防の計画に関すること。 

(20) 防火管理者の育成、指導に関すること。 

(21) 消防用設備等の設置指導及び検査に関すること。 

(22) 火災予防思想の普及、啓発に関すること。 

(23) 建築確認の同意事務に関すること。 

(24) 防火対象物の火災予防査察及び指導並びに防火対象物点検報告制度に関する

こと。 

(25) 大磯町火災予防条例（昭和37年３月大磯町条例第18号）に基づく届出(消防署

で処理するものを除く｡)の処理に関すること。 

(26) 火災予防関係団体の育成、指導に関すること。 

(27) 火災予防及び危険物の統計に関すること。 

(28) 危険物製造所等の許認可事務に関すること。 

(29) 危険物製造所等の火災予防査察及び指導に関すること。 

(30) 危険物の貯蔵、取り扱い及び運搬の指導に関すること。 

(31) 危険物保安監督者及び危険物取扱者の育成、指導に関すること。 

(32) その他火災予防に関すること。 
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[ 消 防 署 ] 

 

本署 

第１消防隊、第２消防隊 

(１) 水火災又は災害等の警戒及び防ぎょに関すること。 

(２) 水火災等の防ぎょ計画の策定に関すること。 

(３) 消防地理及び消防水利の調査、維持管理に関すること。 

(４) 防火対象物の警防調査、警防計画に関すること。 

(５) 消防車両等の購入及び整備に関すること。 

(６) 消防機械器具及び資機材等の維持管理に関すること。 

(７) 火災原因及び損害調査並びに消防諸証明に関すること。 

(８) 火災、その他の災害出動及び災害の情報収集に関すること。 

(９) 火災及び災害等の伝達並びに広報活動に関すること。 

(10)  枯草及び空家等の火災予防対策に関すること。 

(11)  消防活動に支障を及ぼす行為等の届出に関すること。 

(12)  消防訓練の計画に関すること。 

(13)  通信業務に関すること。 

(14)  消防、救急等の指令及び無線通信に関すること。 

(15)  消防通信機器の点検、整備に関すること。 

(16)  消防総合気象観測に関すること。 

(17) 開発事業に係る消防水利等、消防活動上の指導に関すること。 

(18) 消防団員の出動費用弁償に関すること。 

(19) 消防団員の賞罰、褒章及び表彰に関すること。 

(20) 消防協会に関すること。 

(21) その他消防団の会議等に関すること。 

(22) その他消防活動に関すること。 

救急救助第１隊、救急救助第２隊 

(１) 救急救助活動及び消防訓練の技術並びに計画に関すること。 

(２) 救急救助等の出動及び情報収集に関すること。 

(３) 救急救助等の伝達及び広報活動に関すること。 

(４) 水難救助活動に関すること。 

(５) その他救急、救助活動に関すること。 

国府分署 

分署第１隊、分署第２隊 

(１) 水火災又は災害等の警戒、防ぎょ及び人命救助に関すること。 

(２) 水火災等の防ぎょ計画の策定に関すること。 

(３) 救急救助活動及び消防訓練の技術並びに計画に関すること。 

(４) 救急救助等の出動及び情報収集に関すること。 

(５) 救急救助等の伝達及び広報活動に関すること。 

(６) 消防地理及び消防水利の調査、維持管理に関すること。 

(７) 防火対象物の警防調査、警防計画に関すること。 

(８) 消防機械器具及び資機材の維持管理に関すること。 

(９) 火災原因及び損害調査に関すること。 

(10) 火災、その他の災害出動及び災害の情報収集に関すること。 

(11) 火災及び災害等の伝達並びに広報活動に関すること。 

(12) 枯草及び空家等の火災予防対策に関すること。 

(13) 消防活動に支障を及ぼす行為等の届出に関すること。 

(14) その他消防活動に関すること。 
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  面　積　１７.２３２km
２

本　　署 　　分　 署

　　　１　台       ０　台

　　　１　台       ０　台

　　　１　台       １　台

　　　１　台       ０　台

　　　２　台       ０　台

　　　１　台       １　台

　　　１　台       ０　台

　　　１　台       ０　台

　　　１　台       ０　台

　　　１　台       １　台

　　　３　基 　　　０　基

　　　２　基       ０　基

　　　１　基       ０　基

　　　９　基       ３　基

　　　７　基       １　基

　　　４　基       ２　基

　　　１　基       １　基

  基地局 (VHF・10W)(県内共通波・市町村波)

　基地局（VHF・10W)(全国波1・2・3）

  可搬移動局  (  １０  Ｗ )

  基地局 (VHF・10W)(救急波)

  車載移動局  (  １０  Ｗ )

  携帯移動局  (   １   Ｗ )

  携帯移動局  (   ５   Ｗ )

  救急車

  指令車（寄贈）

  広報車

  防災資機材運搬車

  普通消防ポンプ自動車

  救助工作車

  小型動力ポンプ

  高規格救急車

  消防本部、署設置 　昭和４３年４月１日

  １５Ｍはしご付消防ポンプ自動車

  水槽付消防ポンプ自動車(寄贈）

  定員  ４５人         実員  ４２人

  本部・本署　３２人　  分署  １０人

   　  消　防　職　員

　国府分署設置　   平成８年４月１日

　　　　　　　　　　　 　　　　　消防本部・署の現勢

  人　口　３２,６７３人 世帯数　１１,９１５世帯

( 平成19年４月１日現在 )
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常備消防力の基準と現有消防力の比較
（平成19年4月1日現在）

区　　　分

署所の
基準数

署所の
現有数

基準台
数（予備
車を除
く）

基準台
数等に
対する
人員の
基準数

現有台
数（予備
を除く）

現有台
数等に
対する
人員の
基準数

現有
人員

現有台
数等に
対する
不足人
員

要　　　因
(台) (人) (台) (人) (人) (人)

署　　　所（第４条） 1 2

消防ポンプ自動車（第４・29条） 3 45 3 45

（※3） （※4）

はしご自動車（第9・29条） 1 （※1） 1 （※2）

化学消防車（第10・11･12条）

その他特殊車等（第18条）

救急自動車（第15・30条） 2 18 2 18

救助工作車（第16・31条） 1 15 1 15

指揮車（第17・32条） 1 9

通信員（第33条） 6 6

予防要員（第34条） 5 5

　　　　　庶務の処理等の人員（第36条） 1 1

合　　　　計 1 2 8 99 7 90 42 48

※　各条数は｢消防力の整備指針」（平成17年6月消防庁告示第9号）を参照

※1、※2　第35条「兼務の基準」からはしご自動車は消防ポンプ自動車との兼務により計上していないもの。

※3、※4　車両の乗り換え等による兼務体制のため、専従隊人員としての計上をせず、総数で計算したもの。
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至二宮 

至平塚 

高 防

槽 救

梯 高 防

広 指

国道 1 号線 

西湘バイパス 

至平塚 

大磯駅 

至二宮 

小田原厚木道路 

県
道
相
模
原
大
磯
線 

東海道新幹線 

東海道線 

第 1 分団 

第２分団 

第３分団 

第４分団 

第５分団 

第６分団 

第７分団 

第８分団 

第９分団 

第 10 分団 

第 11 分団 

第 12 分団 

国府分署 

大磯町消防本部 
大磯町消防署 

至小田原 

至厚木 

大磯港 

消防団本部 

消防配置図

小型動力ポンプ積載車 

凡  例 

消防本部 

消防署 

消防分署 

消防団本部 

消防団詰所 

水防備蓄倉庫 

防

広

指

槽

救

梯

高

消防ポンプ自動車 

水槽付消防ポンプ自動車 

梯子付消防ポンプ自動車 

救助工作車 

高規格救急自動車 

指令車 

広報車 

防災資機材搬送車 

小型動力ポンプ 



  車     名 　登　録  配  置   無線局の  原動機

 気筒容

  型     式   年月日  場  所   呼出符号  積(CC)

 15Ｍはしご付  い　す　ゞ  昭和  おおいそ  森    田  二段

 消防ポンプ  Ｐ－ＦＲＲ  63.11.16  本　署  ポンプ  Ａ－２

 自動車  12ＤＡＶ改  はしご１  株式会社  ＢＴ

 水槽(1.5t)付  日　　　産  平成  日    本  二段

 消防ポンプ  Ｕ－ＣＭ   5. 9. 2  本　署  おおいそ１  造    機  Ａ－１

 自動車  ８７ＥＥ改  株式会社  ＢＴ

 消防ポンプ  い　す　ゞ  平成  日    本  二段

 自動車  KK－NKR  13. 3.16  本　署  おおいそ５  機械工業  Ａ－２

 ７１ＧＮ改  株式会社  ＢＴ

 消防ポンプ  い　す　ゞ  平成  国　府  日    本  二段

 自動車  KC-NKR 　8. 3.28  こくふ１  機械工業  Ａ－２

 ７１ＧＮ改  分　署  株式会社  ＢＴ

 ト　ヨ　タ  平成  きゅうきゅう

 GB-UZH   8. 2.27  本　署

 １３２Ｓ  おおいそ１

 ト　ヨ　タ  平成  国　府  きゅうきゅう

 GE-VHC  14. 3.26

 １３２Ｓ  分　署  おおいそ３

 ニッサン  平成  きゅうきゅう

 10.10.26  本　署

 E-FEGE24  おおいそ２

 日　　　野  平成  おおいそ

ADG-  19. 3.27  本　署

　GD7JGWA改  きゅうじょ1

 ニッサン  平成  おおいそ

 10. 3.17  本　署

  E-EV14改  しれい１

 ト　ヨ　タ  平成  おおいそ

  2. 9.19  本　署

 E-YM40G改  こうほう１

 防災資機材  ホ　ン　ダ  平成

 運搬車  13. 8.23  本　署  おおいそ４

 CD-HA7

 防災資機材  ホ　ン　ダ  平成  国　府

 運搬車   9. 3.21  おおいそ３

 Ｖ－ＨＡ４  分　署

 平成  トーハツ

 13.10.16  本　署 ＶＣ62Ａ  Ｂ－３

 株式会社

 昭和  トーハツ

 60. 9.30  本　署 Ｖ38ＣＳ  Ｂ－３

 株式会社

 指令車

 広報車

   車   両   別

 高規格救急車

 救助工作車

1,830

1,998

2,960

6,400

 小型動力ポンプ

6,494

6,925

4,570

4,570

3,960

3,378

 小型動力ポンプ

 高規格救急車

 救急車

1,160

740

2,600

2,800

2,500

2,500

 ℓ／min

656

650

消防本部・署現有車両機械状況
(平成19年4月1日現在)

         ポ        ン        プ

  社  名   型  式   級  別
  放水量
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 分類  　機械器具名   数量  分類  　機械器具名   数量

測定用器具 　赤外線熱検知器 1 測定用器具 　炭化深度計 1

救急用

 分類  　機械器具名   数量  分類  　機械器具名   数量

　バックボード 3 　紫外線殺菌ロッカー 1

　半自動式除細動器 2 　心肺蘇生訓練用人形 8

　ガス滅菌器 2 　気管内挿管用人形 1

　紫外線殺菌消毒器 2 　特定行為訓練用人形 1

　除菌用オゾン発生器 2 　ＡＥＤトレーニングユニット 2

救助用

 分類  　機械器具名   数量  分類  　機械器具名   数量

　かぎ付きはしご 3 　可燃性ガス測定器 4

　三連はしご 5 　複合ガス検知器 2

　金属製折りたたみはしご 4 　放射線測定器 1

　空気式救助マット 2 　耐電手袋 10

　救命索発射銃 1 　耐電衣 4

　サバイバースリング 2 　耐電ズボン 4

　救助用縛帯 8 　耐電長靴 4

　平担架 2 　防塵メガネ 11

　油圧ジャッキ 4 　化学防護服(陽圧式含) 4

　油圧スプレッダー(エナパック含) 3 　耐熱服 2

　コンビツール 1 　放射線防護服 2

　ラムシリンダー 3 　防毒衣（一式） 2

　可搬ウィンチ 3 　潜水器具(一式)ボンベ含む 5

　マンホール救助器具 2 　潜水用空気予備ボンベ 6

　マット型空気ジャッキ(一式) 4 　ドライスーツ 2

　電動吊下型ウインチ(２トン) 1 　救命胴衣 14

　油圧切断機 4 　水中投光器 2

　エンジンカッター 5 　救命浮環 7

　ガス溶断器 1 　レスキューチューブ 2

　チェーンソー 5 　浮標 1

　鉄線カッター 13 　救命ボート 1

　空気鋸 1 　船外機 1

　万能斧 8 　レスキューボード 2

　ハンマー 3 山岳救助用器具 　バスケット型担架 1

　削岩機 1 　投光器 17

　ハンマドリル 1 　検索用投光器 2

　空気呼吸器 17 　携帯投光器 5

　空気予備ボンベ 42 　携帯拡声器 6

　空気補充用ボンベ 2 　応急処置用セット 3

　簡易呼吸器 2 　緩降機 2

　防塵マスク 10 　ロープ登降機 2

　送排風機 1 　発電機 7

予防用

 分類  　機械器具名   数量  分類  　機械器具名   数量

　自火報検査器具（一式） 1 　煙体験ハウス 2

　訓練用屋内消火栓 1 　消火器使用法訓練装置 1

機械器具等
消防用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年４月１日現在）

予
防
用
具

予
防
用
具

切
断
用
器
具

破
壊
用
器
具

救
急
用
器
具

救
急
用
器
具

呼
吸
保
護
用
器
具

そ
の
他
の
救
助
用
器
具

一
般
用
救
助
用
器
具

重
量
物
排
除
用
器
具

測
定
用
器
具

隊
員
保
護
用
器
具

水
難
救
助
用
器
具
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 ４０ｍ
３

  公
 以上

  設  ４０ｍ
３

 未満

 ４０ｍ
３

  私  以上

  設  ４０ｍ
３

 未満

7

消　火　栓

第
一
管
区

第
二
管
区

第
三
管
区

第
四
管
区

第
五
管
区

35 6 4 3 5 9 12

第
六
管
区

第
七
管
区

10 16 20

1

4

10617合　　　計 7 9

102 59

65 103 59

58 67 52 64

3

47

第
八
管
区

合
　
　
計

防　火　水　槽

68 59

2

2 1

第
七
管
区

第
八
管
区

70

1

第
二
管
区

70

20

1

6 2

5 7

公　　　設

第
三
管
区

第
四
管
区

私　　　設 1

68

10

1

3

（平成19年４月１日現在）

（平成19年４月１日現在）

11

3

543

24

35

消 防 水 利 状 況

1

合
　
　
計

第
一
管
区

合　　　計

540

第
五
管
区

第
六
管
区

67 52
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町内消火栓管区図 

至二宮 

至平塚 

国道 1 号線 

西湘バイパス 

至平塚 

大磯駅 

至二宮 

小田原厚木道路 
県
道
相
模
原
大
磯
線 

東海道新幹線 

東海道線 

至小田原 

至厚木 

大磯港 

第８管区 

第７管区 

第５管区 

第６管区 

第４管区 

第３管区 

第２管区 

第１管区 

(注)   線は管区の境界を示す 
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